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【はじめに】 
 現在主流の結晶系シリコン太陽電池では、p
型シリコン基板の受光面側に n 型のドーパン

トであるリンを拡散させることで pn 接合を形

成している。しかし p 型基板の場合、光照射に

よりドーパントであるボロンが酸素と複合体

を形成して太陽電池性能が低下するという光

劣化現象(LID)が存在する[1]。LID を避けてよ

り高性能な太陽電池を実現するための一つの

解として、n 型シリコン基板の受光面側に p 型

のドーパントであるボロンを拡散させて pn 接

合を形成する方法が考えられる。この場合、p
型シリコン用のパッシベーション膜が重要と

なり、その有力な候補として AlOx 膜が注目を

浴びている。受光面側のパッシベーション膜は

長時間にわたり高エネルギーの紫外線(UV)を
浴びるため、UV 耐性が必須となる。そこで本

研究では原子層堆積法(ALD)で製膜した AlOx

膜の UV 照射の影響について検討を行った。 
【実験結果】 
 試料は既報[2]と同様の方法で製膜した。製

膜後、空気中で熱処理（450℃、1 時間）を行

い、Sinton 社のライフタイムテスターで実効ラ

イフタイムを測定した。その後、UV 蛍光灯

(FL-10BL、中心波長 350~370nm)を上下 3 本づ

つ配置した露光装置での UV 照射と実効ライ

フタイム測定を繰り返し行った。紫外線照射に

よる実効ライフタイムの変化が殆ど無くなっ

た後、暗所に長時間保管し、UV 照射後の実効

ライフタイムの長期安定性の検討を行った。 
【結果】 
 図１に積算 UV 照射時間と実効ライフタイ

ム(@ Δn = 1015 cm-3)の関係を示す。UV 照射前

の室温製膜試料(RT-30)および加熱製膜試料

(300oC-30)の実効ライフタイムはそれぞれ

2.2msec、3.9msec であったが、十分な UV 照射

後は共に 4.8msec 程度（最大界面再結合速度～

8 cm/sec）まで実効ライフタイムが改善された。

ライフタイム変化が指数関数的と仮定（図中の

破線）して 99%変化の時定数を求めたところ、

室温製膜試料は 14 分、加熱製膜試料は 4 分と

異なっていた。 
 UV 照射後、暗所に保管し実効ライフタイム

の変化を測定した結果、100 時間経過後以降は

どちらの試料も約 4msec 程度の一定の値に近

づいた。加熱製膜試料の場合は UV 照射前と同

程度に戻っているが、室温製膜試料の場合は

UV照射前よりも高い実効ライフタイムを維持

している。UV 照射による実効ライフタイム変

化の時定数が異なることと合わせて考えると、

UV照射によるライフタイムへの影響は少なく

とも 2 つの機構が存在していると考えられる。 
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(a) RT‐30 (PDA 450oC, 1hr, in air)
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(b) 300oC‐30 (PDA 450oC, 1hr, in air)
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図１ 積算 UV 照射時間と実効ライフタイム

(@ Δn = 1015 cm-3)の関係：(a) 室温製膜試料

(RT-30) および (b) 加熱製膜試料(300oC-30) 
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